
❶広報活動の支援
❷地域クラブ活動の
持続可能な運営の支援

❸安全・安心な地域クラブ活動を行うためのルールづくり

1. 運営規約の策定

2. 参加者

3. 適正で持続可能な人員体制

４. 適切な休養日等の設定

5. 緊急時における安全管理体制

6. 口座の開設と適切な会計処理

7. 会費の適切な設定と保護者等の負担軽減

8. 地域との連携・協働

＜市で認定した地域クラブになるためには＞

飛騨市中学校部活動の地域移行（地域展開）

全国で地域移行（地域展開）が進められる中、飛騨市でも円滑な移行を目指し取組を進めています。
今年度、第３号のチラシでは、「今年度のまとめと令和８年度に向けた取組」を紹介していきます。

部活動の地域移行に関わる説明
保護者や教職員に向けて、部活動の地域移行に関
わる説明（市の取組や今後の見通し）を行った。

〇小学６年生の子ども・保護者への説明
古川中学校 ⇒ 入学説明会（R6.12）
神岡中学校 ⇒ 入学説明会（R6.12）
山之村中学校 ⇒ 保護者説明会（R7.01）
〇教職員への説明
全小・中学校 ⇒ WEB説明会（R6.12） ２回実施

チラシでの広報活動（３回）
子どもや保護者などの関係者に取組の進捗や今後
の見通しを伝えるため、今年度チラシを３回配布した。

〇第１号（R6.07）
地域移行の背景、市としての基本的な考え方 など
〇第２号（R6.11）
アンケート結果、地域クラブ実証団体の紹介
◎第３号（R7.02） ※今回
今年度のまとめ、令和８年度に向けた取組

その他
相談に応じて、個人や団体への説明機会を設けた。

地域クラブ指導者研修会の実施
指導者の量の確保と質の保障を図るため、指導者
を対象とした研修会を実施した。

開催日：R6年12月2日
参加者：６８人（保護者、スポーツ少年団役員も含む）
参加者アンケート：57人からの回答（83.8％）

研修内容への満足度（☆1＝満足していない、☆5＝満足している）

※左が「情報提供（市教委）」、右が「講演（外部講師）」に対する満足度

学校間送迎バスの運行委託
学校間（古川中学校⇔神岡中学校）送迎バスの運行
委託を行い、送迎に関わる負担の軽減に努めた。

大会等の参加に要する費用の補助
これまでの部活動と同様に、大会等の区分によっ
て大会参加に要した交通費や宿泊費などの補助を
行った。

飛騨市認定地域クラブガイドラインの策定
地域クラブに関わる全ての人が安全に活動（運営）し、
子どもたちが安心して参加できるよう、基本的な取り
決めを示したガイドラインを作成した。
市では、これに沿った活動を行う団体を「飛騨市認
定地域クラブ」とし、その推進と支援を進めていく。

地域クラブの認定制度
認定には、大きく８つの要件を設けた。



認定地域クラブ
の本格実施
【移行完了】

飛騨市教育委員会学校教育課地域クラブ活動推進室 ☎：0577-73-7494 ✉：gakko@city.hida.lg.jp

令和８年度からの本格実施に向けて
部活動の「改革推進期間（R5～R7）」最終年度を迎えるにあたり、令和７年度は次のような内容に取り組みます。

年
度

令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度～

実
施
内
容

地域のスポーツ・文化団体との連携強化 指導者の量の確保・質の保障

活動場所への移動手段の確保 子ども・保護者などの関係者への情報共有

中学校部活動

実証団体の募集

飛騨市認定地域クラブ地域クラブ実証団体

認定団体の募集

地域クラブ活動推進室

地域移行について知ってもらうための取組（説明会の実施・広報資料の配布）

推進のための会議（年４回）を実施現状 今年度初めて、指導者研修を実施した
多様な参加者のニーズに応える工夫が必要

現状

学校間送迎バスの運行委託を行った
費用が大きく、持続可能とは言えない

現状 各種説明の実施、チラシの配布を行った現状

・継続的に実施し、質の保障に役立てていく
・前期/後期で計２回実施し、周知につなげる

幅広い関係者と連携をとりながら、
定期的な意見交流や認識の共有を継続する

地域公共交通の利用も視野に入れ、
持続可能な移動手段の確保を検討していく

・継続的に実施し、取組への認知を深める
・より多くの人に広める工夫を検討していく

子どもたちの「やりたい！」を応援するため、ご協力をお願いします！


